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於 ⼋千代市教育委員会第１・２会議室 
 

＜会次第＞                             ＜進 ⾏＞渡邉敏雄 
１ 加賀⾕孝代表挨拶                             
２ 今年度の活動⽅針（加賀⾕代表） 
３ 年間活動計画，決算・予算案（佐藤副代表） 
４ 活動報告書について（久保副代表） 
５ 会員⾃⼰紹介    
 
６ 研修 講演「勝⽥台を⾳楽の街に」 
     講師 ⽯井伸⼀⽒（⻘少年健全育成連絡協議会会⻑） 

 橋本周⼆⽒（学校外活動⽀援事業あそび隊会⻑） 
 

①「みんなの⾳楽会」に向けたスタート 
この企画は、⼀昨年勝⽥台⼩学校で⾏われたミニコンサートを⾒せていただいたメ

ンバーからの声かけから始まりました。あのような温かい家庭的な雰囲気の中、⼦ど
もたちが⽂化体験を積める機会を地域でも作れないだろうか。当時の勝⽥台地区には
それが叶えられそうな素晴らしいメンバーが揃っていました。今やらないと、今こそ
⾳楽会の⼟台を作れるチャンスだと、私たちは確信しました。 
 共通の⽬的は、「地域の⼦どもたちを中⼼に⾳楽会を作り上げる中で、中学⽣には
主体性を持って失敗を恐れずチャレンジする楽しさと達成感を味わってもらい、⼩学
⽣には、⾝近な⼈から提供される⾳楽を、親しみを持って鑑賞し⽂化体験を積んでも
らう」ことです。 

   
②出演者決定までの苦労 
 ここまでは順調なスタートを切れたのですが、そこから先に進む⾜が⽌まりまし
た。地域で活動されているプロの⾳楽家はたくさんいらっしゃるのですが、⼗分な謝



 

礼ができない中でこちらから頼むのは果たしてどうなのだろうか‥‥才能を軽んじて
いるように受け取られないだろうか‥‥動けないまま時間が過ぎていたところ、私た
ちのメンバーを通じて声楽家の⽚桐様が、協⼒の名乗りを上げてくださいました。⽚
桐様は勝⽥台中学校の保護者でもありました。まさに、⼦どもたちの存在が地域を巻
き込んでくれたのです。 
③中学⽣の主体的な活動へ 
 ここまで来たら、あとは具体的な作業分担です。演奏者依頼、チラシ、ポスター、
プログラム作成等、⾳楽会開催までの事前作業は私たち地域の⼤⼈が、⾳楽会当⽇の
運営はすべて中学⽣が担当することにしました。 
 私たちは⽇頃の学校⾏事の様⼦から、中学⽣のポテンシャルの⾼さは知っていまし
た。⾳楽会当⽇のすべてを中学⽣にお願いすることになんのためらいもありませんで
した。またありがたいことに、⾳楽会開催のＰＲでは、朝⽇新聞社様がひと⼿間かけ
て、エリアを限定して折り込み広告を⼊れてくださったり、地域で⼀番⼤きな⾃治会
の回覧板に掲載してくださったり、⼦どもたちを中⼼に温かな⽀援の輪は広がりまし
た。 
④⾳楽会当⽇の様⼦ 
 会場となる勝⽥台⼩学校の体育館は、⼊り⼝まで階段を上る構造で、⾼齢者には優
しくない会場です。⾼齢者の参加の可否や参加者の⾜元に不安を感じていた私たち
に、中学⽣の⽅から、⾜元が不安な⽅が来られたら、迎えに⾏って⼀緒に上がってき
ますとの提案があり、当⽇の運営者としての⾃覚と⼼強さを感じました。 
 ところが私たちの読みとは違って２５１名の観客のうち７〜８割が⾼齢者でした。
勝⽥台という地域性を強く意識させられました。⼦どもたちを取り巻く環境の⾼齢化
です。 
⑤「みんなの⾳楽会」で得られたこと 
 地域の⼦どもたちの⽂化体験のひとつになればと思い企画した⾳楽会でしたが、結
果、諸々の事情で⽂化にアクセスしづらくなった⾼齢者へ、⼦どもたちから⽣の⾳楽
を届ける会になりました。 
 ⾳楽会当⽇の中学⽣の仕事ぶりは、思っていた以上に素晴らしいもので、⾼齢化の
地域の中にあって頼もしい存在に映りました。 

  
 



 

【 質疑応答 】 
 
Q中学⽣に「⾃分ごと」として意識させるための関わりは？ 
A 特に仕掛けはなかった。イベントがきっかけになり⼦供がやる気を出した。 
  もともと意欲があるから、場をセッティングしてやることが⼤切だと思う。 
 
Q⾳楽会をやって良かった点と課題は？ 
A 良かったところは全部。課題はいっぱいあるが改善しながら継続していきたい。 
 
Qなかなか地域連携が進まない地域もあるが、
どうすればよいか？ 
A どの地域も苦労していると思う。持続可能な
取り組みを地道に続けていきたい。 
 
Q中学⽣は、地域との関わりに充実感を持って
いる。今後の⾒通しは？ 
A 今後の防災対策では、中学⽣が地域を⽀える
存在になってくる。 
  横のつながりも深めながら、⼀歩⼀歩続けて
いきたい。 
 
Q学校が地域のためにできることは？また学校
に期待することは？ 
A まだ学校と地域の垣根は⾼い。相互のコミュ
ニケーションが⼤切だと思う。 
  地域でもわからないことがあるので、学校か
ら何ができるのかを教えてほしい。 
 
 


